
千葉県高体連バレーボール専門部 
新型コロナウイルス感染症感染防止ガイドライン 

【大会時の感染防止対策】 

特に次の対策を実施すること。なお、具体的対策については次の表のとおりとする。 

（１）３つの密（密閉・密集・密接）を発生させない 

（２）大声での発声、声援や接近した距離での会話等が原則想定されない会場設定 

（３）適切な感染防止対策（入場者の制限や動線、手指消毒の励行、マスクの着用、室内の換気等） 

 

項   目  内       容 

全般的な事項 ①施設管理者と施設利用の方法について事前に十分な打合せを行い

必要な措置を講じる。 

 ※大会会場として学校を使用する場合には、「学校を会場とする場

合の留意点」（別紙１）を参照 

②大会会場に入場できるのは、原則、参加者（生徒、引率者、監督、

コーチ及び役員）及び関係学校職員とする。 

③大会会場に入場する者（以下、「入場者」という）は大会当日に健

康チェックシート（別紙２）の提出を義務づけ、１か月保管してお

く。なお、個人情報なので取り扱いには十分に注意する。 

④入場者が遵守すべき事項をあらかじめ整理し周知するとともに、会

場内の適切な場所に掲示する。 

⑤大会期間中、定期的に会場内を巡回し、各事項がきちんと遵守され

ているか確認する。 

参加募集時の対応  

 

 

 

 

 

 

 

①入場者に遵守すべき事項を明確にして協力を求める。また、遵守で

きない入場者には大会参加を取り消したり、途中退場を求めたりす

ることがあることを事前に周知する。 

②入場者には健康チェックシートの提出が必要であることを周知す

る。 

【健康チェックシート】 

◎大会当日の健康状態  

○氏名、年齢、所属、住所、電話番号 

○大会当日の体温 

  ○大会当日における以下の事項の確認 

 ※アからオの全てに該当しなければ参加を認めない。 

ア 平熱を超える発熱がない 

  イ 咳（せき）、のどの痛みなどの風邪の症状がない 

  ウ だるさ（倦怠感）、息苦しさ（呼吸困難）がない 

  エ 味覚や嗅覚の異常がない 

  オ 体が重く感じる、疲れやすい等がない 

◎大会２週間前からの健康状態 

 （ア）上記アからオの全てに該当する 

 （イ）上記（ア）以外の場合、具体的な内容を記載 
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受 付 ①窓口に手指消毒剤を設置する。 

②役員がマスクを着用し対応する。 

③入場者がマスクを準備しているか確認する。 

④健康チェックシート（別紙２）の内容を確認する。 

 ※健康チェックシートは参加校引率者が当該校参加者分をとりま

とめ受付する。 

⑤発熱・咳・咽頭痛などの症状がある人の入場を制限する。場合によ

り体温計測などで特定する。 

⑥窓口付近でのソーシャルディスタンス（おおむね１ｍから２ｍ）の

確保に努める。 

手洗い場所 

洗 面 所 

①ペーパータオルや手指乾燥器は使用しない。 

②ハンドソープ（ポンプ型）を使用する。 

③「手洗いは３０秒以上」「マイタオルを使用すること」と掲示する。 

④手洗いが難しい場合にはアルコール等の手指消毒剤を用意する。 

⑤「トイレの蓋を閉めて汚物を流してください」と表示する。 

⑥複数の入場者が触れると考えられる場所（ドアノブ、水洗トイレの

レバー等）はこまめに消毒をする。 

更 衣 室 

休憩・待機

スペース 

①広さにはゆとりを持たせ、他の参加者と密になることを避ける。 

②ゆとりを持たせることが難しい場合には一度に入室する参加者を

制限する。 

③複数の入場者が触れると考えられる場所（ドアノブ、ロッカーの取

手、テーブル、椅子等）はこまめに消毒をする。 

④換気扇を常に回す、換気用の小窓を開ける等、換気に配慮する。 

飲 食 ①入場者（役員除く）に飲食物の提供は行わない。 

②昼食場所については、時間差を設けたり場所を分散したりする等の

工夫をする。 

③複数の入場者が触れると考えられる場所（ドアノブ、テーブル、

椅子等）はこまめに消毒をする。 

会 場  

 

 

①換気設備を適切に運転する。 

②定期的に窓を開け外気を取り入れる等の十分な換気を行う。 

③複数の入場者が触れると考えられる場所（ドアノブ、手すり等）は

こまめに消毒をする。 

④窓を開けることができる環境でも、競技中は遮光の関係で暗幕を閉

じる必要があるが、セット間など定期的に開放して外気を取り入れ

る等の換気を行う。 

応 援  ①応援者のソーシャルディスタンス（おおむね１ｍから２ｍ）の確保

に務める。 

②大きな声での会話や応援はしないよう周知する。 

会場清掃

ゴミの廃棄 

 

①会場清掃・消毒やゴミの処理方法について施設管理者の指示に従い

対応する。 

②入場者のゴミは原則持ち帰りとし、その旨を掲示する。 

③清掃時に回収したゴミは全てビニール袋に入れ密閉して縛り、回収

する人はマスク、手袋を必ず着用する。 

④借用した物品については、全て消毒を行い返却する。 

⑤ゴミの処理後は必ず手洗い、手指消毒をする。 
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競技備品類 ①試合球はできるだけ複数個用意し、こまめに消毒を行って交換しな

がら使用する。 

②線審のフラッグ、得点板、モップ等、試合で使用する備品類のこま

めな消毒など衛生対応に留意する。 

③審判員の笛（私物）についても、唾液の付いた状態での放置を避け

るなど、不慮の接触を避けるため留意を求める。（※電子ホイッス

ル等の活用） 

④主催者は、感染対策とともに熱中症のリスクにも備える。マスクを

着用していると水分補給を忘れてしまうことがあるので、こまめに

水分補給する。役員や競技補助役員の試合中におけるマスクの着用

については、主催者側で柔軟に対応する。 

運 営 の 

簡 略 化 

①コイントス時、キャプテンと審判間のあいさつや試合前後の握手に

関して、当面は一礼などでこれに代える。 

②開・閉会式、表彰式などでは、入場者が密になる状態を避けるため、

式典参加者の数を減らす、内容を簡略化するなど、必要性に応じて

柔軟に対応する。 

競技中の 

注意事項 

① 体育館内でのバレーボール大会については、当面の間、試合用コー

ト１面当たり２チームを超えないようにする。 

※試合間のチーム入れ替え時には、密にならないように各会場で工夫

する。 

②セットごとの換気など適切な感染防止対策を実施する。 

③試合前の円陣や、ベンチでの集合時においてもできるだけ密集・接

触を避ける。 

④試合中のハイタッチは腕のタッチにとどめる。 

⑤ネット際などで、相手に向いた状態での発声は控える。 

⑥タオル、水ボトル、アイシングバックなどの共用禁止。 

⑦競技に携わるスタッフ（モッパー、レトリバーなど）の注意事項も

明確にしておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

別紙１                               千葉県高等学校体育連盟 

           

学校を大会会場とする場合の留意点 

 

 大会会場として各加盟校の施設を利用する場合には、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点か

ら次の事に留意する。 

 

１ 大会会場の設定 

（１）大会会場として使用する学校に偏りがないこと。 

（２）大会会場校の試合が含まれており、大会会場校の顧問が「会場責任者」となること。 

  

２ 使用手続き 

（１）大会会場校の顧問は、必ず事前（１か月前まで）に管理職に趣旨説明を行い内諾を得ること。 

（２）大会会場校の内諾後、高体連は使用許可（承認）申請を行うこと。 

 

３ 感染症予防対策 

（１）「新型コロナウイルス感染症拡大防止を踏まえた千葉県高等学校体育連盟主催大会開催指針」

に基づき対応すること。 

（２）大会会場校から具体的な対応方法の指示があった場合にはそれに基づくこと。 

 

４ 施設や用具等の消毒について 

（１）消毒に必要な消耗品については主催者が準備し、消毒の方法については、文部科学省「学校にお

ける新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル～「学校の新しい生活様式」～」及び

千葉県教育委員会「新型コロナウイルス感染症学校における感染対策ガイドライン」により対応す

ること。※最新版を確認すること。 

（２）事業終了後は、必ず清掃・消毒を丁寧に行うこと。特に、トイレ、洗面所、手洗い場については

念入りに行うこと。また、会場責任者は最終点検を行うこと。 

 

 

 


